
地元の食べものを食べて
暮らしやすいまちにしていこう

　
食
べ
も
の
の
輸
送
に
か
か
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
小
さ
く
、
環
境
負
荷
の
低

減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
市
内

で
作
ら
れ
た
農
産
物
に
は「
コ
ウ
ノ

ト
リ
育
む
農
法
」な
ど
、
農
薬
や
化

学
肥
料
を
低
減
し
、
環
境
に
配
慮
し

た
農
法
で
作
ら
れ
た
お
米
や
野
菜
が

あ
り
、
こ
れ
ら
を
食
べ
る
こ
と
も
環

境
負
荷
の
低
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
食
べ
も
の
を
購
入
す
る
時
に
、
何

を
基
準
に
選
ん
で
い
ま
す
か
？
　
選

ぶ
基
準
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
地

元
の
も
の
を
選
ん
で
消
費
す
る
と
、

良
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

「
豊
岡
市
や
地
球
環
境
に
と
っ
て
良

い
こ
と
」は「
私
た
ち
や
子
ど
も
た

ち
が
暮
ら
し
や
す
い
未
来
を
創
る
こ

と
」に
つ
な
が
り
ま
す
。
地
元
の
お

い
し
い
食
べ
も
の
を
食
べ
て
、
暮
ら

し
や
す
い
ま

ち
を〝
み
ん

な
で
〞創
っ

て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　
地
元
の
食
べ
も
の
は
収
穫
・
生
産

さ
れ
て
か
ら
短
い
時
間
で
私
た
ち
の

も
と
に
届
く
場
合
が
多
く
、
鮮
度
が

高
い
と
い
え
ま
す
。
鮮
度
は
お
い
し

さ
や
安
全
性
に
も
寄
与
し
ま
す
。

　
地
元
の
生
産
者
の
経
営
安
定
や
意

欲
向
上
に
つ
な
が
り
、
将
来
に
わ
た

っ
て
食
べ
も
の
を
作
り
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
に
近
づ
き
ま
す
。
ま

た
、
お
金
が
市
外
へ
流
出
せ
ず
、
地

域
内
で
循
環
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
が

経
済
的
に
豊
か
に
な
り
ま
す
。

《問合せ》農林水産課☎23-1127

ご存じですか？「コウノトリ育む農法」「コウノトリの舞」
　「コウノトリ育む農法」は、農薬や化学肥料
に頼らず、おいしいお米と多様な生き物を同
時に育み、コウノトリも住める文化・地域・
環境づくりを目指すための農法です。市内全
ての小中学校の給食で、この農法のお米が使われています。
　「コウノトリの舞」は、本市の農産物ブランドで、市内で、
環境に配慮した方法で作られた農産物、農産加工品が認定さ
れ、認定ロゴマークを貼り付けて販売されています。

生産者の声　瀬尾雅仁さん（出石町嶋）
生き物を増やすための「コウノトリ育む

農法」に魅力を感じ、農業の世界に飛び込みま
した。安全・安心な「コウノトリ育む農法」で作
ったお米や、「コウノトリの舞」の認定品を食べ
て、一緒に豊岡の自然を守っていきましょう。

公式ＳＮＳ等で、豊岡の農業、農村、
食の魅力を発信中！
Facebook、Instagram、Twitterで
検索！

　日本では毎年新たに約１万人
の方が、白血病などの血液疾患
を発症しています。一人でも多
くの患者さんを救うために、一
人でも多くのドナー登録が必要
です。患者さんに移植の機会が
確保されるよう、骨髄バンクに
登録してみませんか。
ドナー登録できる方
○内容を十分に理解している方
○年齢が18歳以上、54歳以下
で健康な方

○体重が、男性は45㎏以上、
女性は40㎏以上の方
※提供できる年齢は20歳以上
55歳以下です。家族の同意
が必要です。
※詳細は豊岡市ホーム
ページを確認してく
ださい。
骨髄バンクドナー登録会を開催
します
　次の日程で、献血併用型ドナ
ー登録会を開催します。

▶日時　11月15日(火)
　　　　午前10時～11時30分
　　　　午後１時～４時
▶会場　コープデイズ豊岡

《問合せ》健康増進課☎24-1127

私
達
消
費
者
に
と
っ
て
良
い
こ
と

豊
岡
市
に
と
っ
て
良
い
こ
と

地
球
環
境
に
と
っ
て
良
い
こ
と

10月は｢骨髄バンク推進月間｣
　あなたにしか救えない命があります

骨髄等移植ドナー助成事業
　骨髄等を提供した方(ドナ
ー)に対して助成金を交付し
ます。詳細は市ホ
ームページを確認
してください。
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10月は「食品ロス削減月間」、10月30日は「食品ロス削減の日」

一人当たり毎日ご飯１杯分の食べ物を捨てています

　できることから食品ロスを減らそう

エコな　
ええこと
やってみよう！

第14回
「Ｒ」ではじまる
ごみ削減アクション

　
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
、

身
近
な
環
境
問
題
と
家
庭
で
で
き

る
エ
コ
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

《 

問
合
せ
》
生
活
環
境
課
地
球
温

暖
化
防
止
対
策
室

　
☎
21

－

9
1
3
6

　
10
月
は「
３
Ｒ
推
進
月
間
」で
す
。

実
は
ご
み
の
こ
と
を
考
え
る
時
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
英
語
で
表
す
と
、

偶
然「
Ｒ
」で
始
ま
る
も
の
が
多
い

ん
で
す
。

　
一
般
的
に
言
わ
れ
る
リ
デ
ュ
ー

ス（
発
生
を
減
ら
す
）、
リ
ユ
ー
ス

（
繰
り
返
し
使
う
）、
リ
サ
イ
ク
ル

（
再
生
し
て
利
用
）の
他
に
、
リ

フ
ュ
ー
ズ（
不
要
な
も
の
を
も
ら

わ
な
い
）、
リ
ペ
ア（
修
理
す
る
）、

リ
バ
イ（
再
生
品
を
購
入
）、
レ
ン

タ
ル（
借
り
る
）、
リ
フ
ォ
ー
ム

（
改
善
・
改
良
）、
リ
ス
ポ
ン
シ
ビ

リ
テ
ィ（
最
後
ま
で
責
任
を
持
つ
）

等
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

新
し
い
言
葉
が「R

リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル

enew
able

」。

使
い
捨
て
に
な
っ
て
し
ま
う
容
器

な
ど
を
、
せ
め
て
再
生
可
能
な
素

材
に
す
る
行
動
で
す
。「
Ｒ
」で
は

じ
ま
る
、
こ
れ
ら
の
素
敵
な
選
択

や
行
動
は
、
全
て
ご
み
を
減
ら
す

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
豊
岡
に

は
幸
い
ご
み
焼
却
場
が
あ
り
、
つ

い
遠
慮
な
く
ご
み
を
出
し
て
し
ま

い
が
ち
で
す
が
、
国
内
に
は
ご
み

焼
却
場
を
新
設
で
き
な
い
こ
と
を

き
っ
か
け
に
削
減
の
努
力
を
し
て
、

世
界
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
自

治
体
が
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
余

計
な
も
の
を
買
わ
な
い
の
が
一
番
。

自
分
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な
も

の
か
ど
う
か
を
考
え
る「
リ
シ
ン

ク（Rethink

）」の
意
識
が
大
切

で
す
。
長
く
使
え
る
物
を
選
び
大

切
に
す
る
。
お
金
を
物
だ
け
で
な

く
心
が
喜
ぶ
サ
ー
ビ
ス
や
、
良
い

モ
ノ
を
作
っ
て
い
る
方
へ
の
応
援

に
使
う
と
い
う
心
持
ち
も
大
切
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
最
近
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ
も
増

え
て
い
ま
す
が
、
手
放
し
に
く
い

思
い
出
の
品
は
、
写
真
だ
け
を
残

す
よ
う
に
し
て
、
使
っ
て
く
れ
る

人
に
バ
ザ
ー
な
ど
で
譲
る
こ
と
で
、

幸
せ
が
循
環
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

（
文　
Ｎ
Ｐ
О
法
人　
暮
ら
し
の

エ
コ
を
す
す
め
る
但
馬
の
会
）

　日本では、本来食べられるのに捨てられてし
まう食品「食品ロス」が、2020年度に年間約522
万トン発生しています。これは、国民一人当
たりに換算すると、毎日ご飯茶わん１杯分、約
113ｇを捨てている計算です。
　一方で、日本は多くの食料を海外から輸入し
ています。また、家計における食費の割合は約
4分の１を占めています。
　日本の大切な文化である「もったいない」の心
を大切に、皆さんそれぞれができることから食
品ロス削減に取り組んでみませんか。

食品の期限表示を正しく理解する
　食品の期限表示は「消費期限」と「賞味期限」の
２種類があります。開封していない状態で、表
示されている保存方法で保存した場合の期限が
表示されています。
　消費期限は「食べても安全な期限」、賞味期限
は「おいしく食べることができる期限」です。賞
味期限は過ぎてもすぐに廃棄せず、自分で食べ
られるかどうかを判断することも大切です。

食品ロス削減に効果的な３つの方法　
　①使い切れるだけ買う
　②家にある食材・食品をチェック
　③肉や魚の保存方法を工夫

調理で作りすぎない、余ったら作り替える
　食べきれなかった時は、他の料理に作り替え
るなど、献立や調理方法を工夫しましょう。

《問合せ》生活環境課☎21-9136、FAX23-0915

生ごみ処理機でごみ減量

　本市では、家庭から出される生ごみを減量す
るため、電気式生ごみ処理機を使って自家処理
をする方に、購入費の一部を補助しています。
◆対象　次の全てに当てはまる方
○市内に住所を有し、居住している
○過去５年間にこの補助を受けていない（世帯
単位）

○購入後、継続して利用する
◆補助金額　購入価格の２分の１（上限３万円）
◆補助枠　残枠９台（１世帯１台限りで先着順）
◆申込方法　住所・氏名・電話番号を電話また
はファクスで購入前に連絡してください。
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